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　「うおぬま地方の健康調査」では、10年後の生活習慣に関するアンケート調査を行っています。新型コロ
ナウイルス感染症や加熱式たばこなどの質問が加わり、社会情勢の変化を踏まえた内容になっています。

市の健康診断会場で体組成・握力測定を実施しました（令和４年：南魚沼市、令和３年：魚沼市）

　サルコペニア（筋肉量の減少、筋力の低下）・フレイル（加齢など
に伴う心身の活力低下）になると、要介護状態やさまざまな病気にな
りやすくなります。健康増進医学講座では、そのような状態にならな
いためにはどうすればよいかを明らかにするための研究も行っていま
す。今後、南魚沼市と魚沼市などでの測定結果と併せて健康との関連
を調べていく予定です。

サルコペニアとうつ症状の関連

　これまでサルコペニアは要介護との関連のほか、うつとの関連があ
ると考えられていました。そこで、平成27年に湯沢町で実施した「湯
の街ゆざわの健康調査」初回アンケートの結果から、サルコペニアと
うつの関連について検討を行いました。（対象者2,466人）
　その結果、サルコペニアの人はそうではない人に比べて、うつ症状
のある人が多いことがわかりました。（図１）しかしながら、本研究
は初回アンケート調査のみの結果のため、「サルコペニア」と「うつ症
状」のどちらが原因か特定できていません。また、他の原因が影響し
ている可能性も否定できないため、今後も検討を続けていく予定です。
参照：�（Zakharova�A,�et�al.�Tohoku�J�Exp�Med.�2022;257(2):117-

125.�doi:10.1620/tjem.2022.J024.）

未来の健康のために
～うおぬま地方の健康調査～
魚沼コホート研究（※）調査報告
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　 ☎775・7876

※コホート研究とは、生活習慣や体質などの違いにより、住民の健康状態がどのように変化したかを長期にわた
り調べる研究のことをいいます

南魚沼市での測定の様子

図１  サルコペニアの人とそう
でない人のうつ症状のあ
る人の割合

令和４年度 その他の研究報告
　「うおぬま地方の健康調査」初回調査より、「尿と食事のナトリ
ウム/カリウム比とアルブミン尿の関連」
（Kabasawa�K,�et�al.�Kidney�Blood�Press�Res.�2022;47(9):576-
585.doi:10.�1159/000526277.）

※�以上の内容は、魚沼市と湯沢町の広報紙（３月号）、健康増進医学
講座の発行物などにも掲載しています
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